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８年の水道法改正により全国一律の取り扱いとなった。以来６年
を経て、新制度は定着しつつある。今後、配管技術者の取り扱い
など広く議論され、より良い制度にしていただきたいと考える。
　そうした意味で、制度改正当時の流れを時系列的に整理され、
豊富な資料とともに詳細な解説が加えられている本書は、大変
参考になると確信する。
　国家行政の立場から、厚生省で直接陣頭指揮をとられた著者
本人ならではのコメントを見ると、関係方面と何度も調整され
るなど、改正法は如何に大変な作業であったか容易に察しがつく。
改めて「ご苦労様でした。」と申しあげたい。
　今後とも、この制度のもとに設立された「給水工事技術振興
財団」を中心に、水道関係者が一致協力して給水技術の向上や技
能者の育成に努めていくことが重要である。その意味からも、広く
水道関係者にお奨めしたい。

元日本水道協会専務理事　川北　和德

　水道システムは、水源施設から家庭の蛇口まですべてにおい
て適正な管理がなされてはじめて機能する。その中でも特に末
端にある給水装置は重要な位置を占める。
　この給水装置関係は、従来、全国の水道事業毎に給水条例等
で取り扱いを定めていたが、政府の規制緩和政策に伴って平成

元給水工事技術振興財団理事長・東京大学名誉教授　藤田　賢二

　平成のはじめ規制緩和の嵐が吹きすさんだ。過去の良いも
のも悪いものも一斉に吹き飛ばされようとしていた。世界に冠た
る衛生性を誇ってきた日本の水道にも、その安定したシステムを
壊そうとする力が、規制緩和の衣をまとって襲ってきた。
　その破壊力に抗して立ちはだかった一人が著者である。しか
し、多勢に無勢、時に利あらず、わが水道システムの一部はこの
過程で破壊されることになる。
　著者達の粘り腰はここから発揮される。衛生の保持をねがう市民
を味方にして、破損個所を修復すべく新しいシステムをつくりあげた
のである。規制緩和という逆風の中、特筆すべき功績である。
　本書は、頑強に、しかし、笑みをもって嵐を受け止めた男が、
その顚末を淡々とつづった記録である。

本書を推薦する

浜田康敬氏は病気療養中のところ
令和３年１月に無念にも逝去されま
した。浜田氏の多大なる功績を偲び、
精魂を傾けた歴史的労作を皆さまに
お届けします。

浜田　康敬 著（　　　　　　　　　 　）元厚生省生活衛生局水道環境部長
前公益財団法人給水工事技術振興財団理事長

　FM TOKYOの「村上 RADIO」でDJを務める
作家の村上春樹が放送中に神宮外苑再開発に反対
すると語って反響を呼んでいる。190メートル級
の超高層ビルを建設する再開発計画ではイチョウ、
ケヤキ、ヒマラヤスギなど3,000本の樹木を伐採
する予定だ。自然と景観は激変するだろう。
　樹齢100年の絵画的なイチョウ並木は神宮外苑
を代表する文化遺産と言っていい。わたしも仕事
で明治記念館を訪れるとき地下鉄半蔵門線の青山
一丁目駅からゆっくりと歩いていく。あざやかに
黄葉するイチョウは成長が早く、抵抗力が強く、
病虫害が少ない。樹皮は厚く耐火性のコルク質で
古くから防火樹として植栽されてきた。
　国分寺でジャズ喫茶ピーター・キャットを開店
した村上は千駄ヶ谷に移転して毎朝のように外苑
周辺を走っていたという。ヤクルトスワローズの
ファンで神宮球場の近くに住もうと思っていた。
開幕戦を観戦中、デビュー作『風の歌を聴け』の
構想が浮かんで群像新人文学賞を受賞する。
　３月に亡くなった音楽家の坂本龍一は再開発の
中止を求める手紙を小池東京都知事などに送って
いた。サザンオールスターズの新曲「Relay～杜
の詩」は坂本の想いを受け止めて歌詞を書いたと
桑田佳祐が打ち明けている。「誰かが悲嘆いてた
美しい杜が消滅えるのを」「自分が居ない世の中
思い遣るような人間であれ」と。
　最後のフレーズ「意志を継ないで」はタイトル
のRelay＝リレーを象徴している。わたしは風と
樹と光の歌を聴いたような気がした。      （高倉)

◎ シリーズ 次代を担う衛生・環境工学者 №82 ミシガン工科
大学准教授 南方大輔氏を訪ねて ラジカルに魅せられてアメリ
カへ激烈な競争社会で行き凌ぐ…水道ネットワーク通信・有村
源介　◎眞柄泰基氏（簡水協相談役）日本原料（株）高萩工場を訪
問「高萩工場は水道の聖地である」齋藤安弘社長と現地で対
談 シフォンタンクで課題克服…水道ネットワーク通信・有村源介
◎ 現地ルポ 妙高市ガス事業譲渡と上下水道事業包括委託「妙
高モデル」が目指すもの～複合ユーティリティサービスにおけ
る官民連携～…水道ネットワーク通信・有村源介　◎山口タヌキの
闘病日記～くも膜下出血とその後の経緯について～水道技術
経営パートナーズ（株）代表（公社）国際厚生事業団JICWELS  
水道技術参与 山口岳夫　◎過去最大級で大盛況 第55回管工機
材・設備展…月刊コア編集部　◎今後のマンション政策の方向
性をとりまとめました！！～…国土交通省　◎令和５年度（2023年
度）建設投資見通し…国土交通省　◎全国15河川が「水質が最も
良好な河川」に…国土交通省　◎「スマートシティサービスの連携
ユースケース」の公開…国土交通省　◎新たな「国土形成計画
（全国計画）」及び「国土利用計画(全国計画）」を閣議決定…国土
交通省　◎ミナミサワ 東管協組 メンテ委員と意見交換 第２回
オーダー会開く…月刊コア編集部　◎  特別インタビュー PPIパ
イプ日本支社長　三枝 誠氏がアピール 知名度アップに全力 積
極的に展示会出展…月刊コア編集部　◎ PRESS  RELEAS 北海
道大学・北島正章准教授、塩野義製薬、AdvanSentinelが第６回
日本医療研究開発大賞「健康・医療戦略担当大臣賞」を受賞…北
海道大学、塩野義製薬、AdvanSentinel　◎ 明日への道標 これ
より大いなる愛はなし―荻野吟子 医師への誓い―…㈱日
本設備工業新聞社 代表取締役社長 高倉克也 ◎ 東京見て歩き
（116) 片倉城址と高幡不動尊…（一社）スマート水道推進協会会
長・㈱日本設備工業新聞社顧問 坂本弘道 ◎ 特別連載 平成を
偲ぶパロディ狂歌集（53）―平成一人百首 雑③（全７首）…弁護
士 野平大魚　◎建築着工統計〔2023年６月〕…国土交通省　
◎エッセイ西村修一、新田純子

◎全管連 業界の魅力をPR 愛媛で総会・全国大会 月刊コア編
集部　◎ シリーズ 次代を担う衛生・環境工学者 №81 富山県
立大学 工学部環境・社会基盤工学科 准教授 端 昭彦氏を訪ねて
水中の健康関連微生物の解明に取り組む富山の地で畜産・野
生生物由来へ新展開…水道ネットワーク通信・有村源介　◎ 社
長就任インタビュー 楽しくなければ続かない！厳しくなけれ
ば成長なし！(株)ウォーターテック社長 花川  因(ちなみ)氏に
聞く…水道ネットワーク通信・有村源介　◎令和５年度夏の星空
観察について…環境省　◎既設の３ダムで発電施設の新増設等
の事業化に向けたケーススタディ、72のダムで運用高度化によ
る増電の取組の試行を行います～｢ハイブリッドダム｣の令和５
年度の取組～…国土交通省　◎令和４年度における家電リサ
イクル実績について…環境省　◎下請中小企業の価格交渉・
価格転嫁を後押しするため、全国のよろず支援拠点に相談窓
口を設置するなど、サポート体制を整備します…経済産業省
◎令和４年度 完成工事の97％以上で週休２日を達成！～営
繕工事における｢週休２日促進工事｣の取組状況を公表します
～…国土交通省　◎｢第２回ドローンサミット｣長崎県で開
催！～自治体の取組の発信、自治体間の連携強化により、
ドローンの社会実装を進めます～…国土交通省　◎環境産
業の市場規模・雇用規模等に関する報告書の公表につい
て…環境省　◎ 特別インタビュー 東京都管工事工業協同組
合理事長 五十嵐 隆氏 社会的知名度アップを…月刊コア編
集部 ◎ 明日への道標 たとえ月を欲しがっても―ホテル王 セ
ザール・リッツ―…㈱日本設備工業新聞社 代表取締役社長 
高倉克也 ◎ 東京見て歩き(115) 京成本線の堀切と小岩の花菖
蒲…（一社）スマート水道推進協会会長・㈱日本設備工業新聞
社顧問 坂本弘道 ◎ 特別連載 平成を偲ぶパロディ狂歌集（52）
―平成一人百首雑②（全７首）…弁護士 野平大魚　◎建築着工
統計[2023年５月]…国土交通省　◎エッセイ西村修一、新田
純子


